
5 0 新潟医学会雑誌 第11 6 巻 第 1 号 平成1 4 年 ( 2 00 2) 1 月

分類, St a g e 分類 , 組織学的分化度, 病没潤 様式

( y
- K ) , 化学療法 ,

一 次治療, 頚部 リ ン パ 節転移

の状沢, 遠隔転移部位, 遠隔転移確認時期な どで

ある . 結果 : 痛浸潤様式が 4 C , 4 D 型な どの びま

ん性に浸潤する症例や , 頚部リ ンパ 節転移 を生 じ

た症例で多く, 節 - の転移が半年程度 で 認め られ

た . 今後, 分子遺伝学的解析 も含め て 検討す る必

要があると思われ た .
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1985 年か ら 2000 年まで に頚部郭清術 を施行 し

た 口腔扇平上皮病症例78 例の うち両側郭清術施行

例19 例 (24 .
4 % ) に つ い て 臨床的検討を行 っ た .

症例 は男性15 名, 女性4 名, 42
- 77 ( 平 均 60 .4)

歳で あ っ た . 原発部位 は舌 6 例 , 口底 5 例 , 下 顎歯

肉 5 例, 上顎歯肉3 例で , T 分類で は T 2 : 6 例, T

3 : 3 例, T 4 : 10 例 で あ っ た . 施行 時期 は 同時が

8 例, 異時が1 1 例 で , 術式 は 同時例 で は根治 的郭

清( R N D) 十機能的郭清( F N D) 3 例, R N D ＋ 部

分 的郭清 (P N D) 3 例, P N D ＋ P N D 2 例, 異時例

で は R N D ＋ R N D 5 例, R N D ＋ F N D 5 例 , R N D

＋p N D l 例であ っ た . 異時例 で は 2 回目 の 郭清

術まで の 期間は 6 ケ 月以 内が 8 例 , 1 年以上 が 3

例であり, また 2 段 階で郭清を施行 した症例 は 3

例, 後発転移例は 8 例 で あ っ た . 病理組織学的に両

側に転移が認められ た症例は11 例, 片側 は4 例, 両

側とも転移が認められなか っ た症例は 4 例であ っ た .
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顎 ･ 口腔領域 に初発す る非 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫

( N H L) は , 自覚症状に乏しい 割 に急速 に増大し ,

臨床所見も多岐に わた るこ と が特徴で ある . 上 皮

系悪性腫蕩 に比 して痛み に乏しく, 広範囲なび ま

ん性の 腫脹を呈する こ とが多く, 歯性炎症 や歯周

組織炎などの 臨床診断にて処置後, 紹介来院する

ケ
ー ス も少なくなく, 受診するまで に長期 間を要

する こともある . また初診時 の 臨床所見 , 諸検査

か ら診断, 治療 に至 る経緯 が , 本症 の 予後を大き

く左右する こ とが考えられる .

今回 1990 年以降に経験 した N H L ll 例 に つ い

て , その 初発 臨床像および病理組織学的検討を行っ

たの で報告する . 11 例の 概要は, L S G 分類 で検 討

する と D iff u s e l a r g e c ell t y p e が 9 例 で最も多く,

原発部位別額度は上顎歯肉, 下顎歯肉, 頚部, 上顎

洞 , 上顎 , 頬部の 順で あ っ た .

4 　 マ イ クロ ア レイを用 い た遺伝子発現解析 に基

づく口腔扁平上皮癌の病態と予後因子に関す

る検討
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口腔扇平上 皮癌( O S C C) の 痛態把 握を目的 に,

c D N A マ イ ク ロ ア レイ を用 い た遺伝子発現解析

を行 っ た . 対象 と方法 : 新潟大学歯学部附属病院

なら び に長 岡赤十字病院 で 治療を行 っ た O S C C

の 切 除組織 , お よ び対照と して 正常 口腔粘膜 の

m R N A を検体と した . これ らに つ い て , 癌関連遺
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伝子約 550 種をス ポ ッ ト した マ イ ク ロ ア レイ に よ

る遺伝子発現様相の 比較を行 っ た . 研究遂行 は 当

施設倫理委貞会の 承認の もと, 患者 に は研究 の 主

旨に協力の 同意を得て行っ た . 結 果 : O S C C 組織

の 遺伝子発現の 主な様相と して , ケ ラチ ン 遺伝子

群 の発現減少, マ トリ ッ ク ス メ タ ロ ブ ロ テ ア - ゼ

秤 ( M M P s) と プラ ス ミ ノ ー

ゲ ン ア クチ ベ ー タ ー

の 増加, その他, 癌遺伝子, 細胞外基質お よび細胞

接着分子 , 成長因子関連分子な ど, い く つ かの 遺

伝子 にお い て全症例に共通 した増加 ある い は減少

がみ い ださ れた . 今回は , それ ら の 遺伝子発現様

相をもと に, O S C C の 病態像と予後判定 因子 に つ

い て検討する .

進行 ･ 再発胃癌に対する T S - 1 の 治療 効果

と有害事象
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【目的】 新規経口抗癌剤 T S - 1 の 治療効果 と有

害事象とを検討 した .

【対象と方法】 当科で T S
-

1 が投与され た胃痛

4 6 例の うち, 評価可能な3 1例 ( 遺残 ･ 再発患者25

例, 術前患者6 例) を対象に した .

【結果】 遺残, 再発患者25 例中, 2 3 例に先行化学

療法が施行され て い た . 奏効例 はなく, 8 例に N C

が得られた の み であ っ た . N C 例 の 持続期 間は平

均 117 日で 5 例が生存中で ある . G r a d e 3 以上 の

有害事象は , 白血球数4 % , H b 値, 血小板数 が 8

%
, 食欲不振 , 皮膚異常 が 4 % で あ っ た . 術前患者

6 例中, 5 例 に手術が施行さ れ, 組織学的に G r a d e

3 が 1 例認め られた . G r a d e 3 以 上 の 有害事象は

発生 しなか っ た .

【まとめ】 遺残 ･ 再発胃痛に対する T S -

1 によ

る治療は , 奏効例はなく, 高度有害事象の 発生 率

も高か っ た . しか し , N C 例 で は 平均 117 日 の 持

続が得られ た .

一

方, 術前 治療 は高度な有害事象

もなく, 組織学的に著効が確認された例もあ っ た .
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高度進行食道癌お よび切除後再発例 に対する

化学療法の成練
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当科で は高度進行食道癌およ び切除後再発例 に

対し, 切除率 , 延命効 果の 向上を図 る ため F A P /

F A N 療法, N e d a pl a ti n/ 5
-

F U 療法 を施行 して

い る . 臨床効果は奏効率53 % で , 切除率80 % であ っ

た .

一

方, 毒性 で顕著なもの はなく, G r a d e 3 が 2

例, G r a d e 2 が 8 例 , G r a d e l が 3 例 にと どま っ

て い る . 今回, F A N 療法が著効 し, 切除術が可能

とな っ た S t a g e Ⅳ a 高度進行食道癌 T 4 N 3 M O

症例お よ び N e d a pl a ti n / 5
-

F U 療 法が 著効 し,

切除術 が可能 と な っ た遠 隔転移 を有する S t a g e

Ⅳb 食道癌 T 4 N 3 M l ( 両側肺転移) 症例 を経

験した の で報告する .

食道表在癌の放射線治療成練

末山 博男 ･ 山 ノ井忠良(是嘉晶奈歪覧)
山崎 国男

･ 内藤 彰
藤原 散人 ( 同 内科)

1993 年から99 年ま で 当科で 治療 した 食道表在

痛は24 例 で , その うち5 例は遠隔転移 を伴 っ て お

り, 根治的照射を行 っ た19 例を今回の 検討対 象と

した . 深遠度分類 は , E M R , 生検病理組織 , 内視

鏡所見, バ リ ウ ム 造影を参考 と して , m 痛 と s m

痛 に分類した . m 癌 6 例 , s m 癌13 例で あ っ た . 袷

療法は照射単独が14 例 で , 放射線化 学療 法が 5 例

であ っ た ･ 全例 C R が得られ た . 再発は 5 例で , 2

例が局所で , 残りは遠隔で あ っ た . m 痛 の 局所制

御率は 100 % で, s m 痛 の それ は80 % と良好で あ っ

た . また m 痛 は 1 例他病死 した の み で , s m 痛 の 2

年 ･ 5 年生存率 は62 % , 49 % で あ っ た . 放射線治

療は食道表在痛 の 根治的治療 に なりう る し, s m

痛 の 治療成績改善の ため には 1 日2 回照射や 化学

療法の 同時併用等積極的治療 が望まれ る .




